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研究計画内容  2010 年に国内総生産で日本を追い抜くと予想されている中国。今や新たな世界の工

場として地位を確立している中国だが、GDP 成長率 6.3％と急激な経済成長を遂げる

なかで、経済成長に欠かせない 2 つのものを失いかけている。さらに都市部と農村部

との間における所得格差、CO2 排出によって引き起こされる温暖化や大気汚染などの

自然破壊、この自然破壊からの水不足など様々な問題が発生している。温暖化ガスに

より引き起こされる温暖化が世界的に問題視されるなかで、従来の CO2を大量に排出

する化石燃料を使用して得ることができるエネルギーで成長してきた中国は、先進国

から白い目で見られてきた。さらに CO2排出量が世界で 1 位になった今、環境保全の

観点から、CO2 削減を行わなければならないだろう。しかし経済成長をゼロ成長にと

いうわけにもいかず、従来の成長を続けるわけにもいかない。さらに発生しているさ

まざまな問題に対しても原因を明らかにし、解決の糸口を探り問題を少しずつ改善し

ていかなければ、国民の意識を改善することができない。これらをすべて解決するに

は何を行えばいいのか、また先進国とどのような関係を築くのか、先進国が中国に技

術を提供するとどのような変化が起きるのか、そしてこれから到来する低炭素社会に

おいて、中国がどのような中身の成長を遂げるべきなのかを検証し、新しい経済成長

を提案する。そして、その成長が中国だけでなく先進国にも適応できるものなのかと

いうことを検証する。 

 


